
　川島議員は台風第19号の被害を教訓に今後の
防災対策に下記の点を要望しました。
■今後、豪雨時の避難所運営については、レベル４
の段階で自主防災組織との連携を図り、被災時の
避難所運営における好事例を共有し運営体制を
見直すこと
■被災状況をリアルタイムに把握するためには、市民
と連携した情報収集が必要。SNS等を活用した
現場の情報収集の在り方を再検討すること
■今後の豪雨対策については北谷町や中丸子等、浸水したエリアを正確に把握したうえで総合的な
浸水対策を講じること

２０１9年（令和元年）　第5回定例会
◉一般質問◉

台風第１９号被害を踏まえ対策急げ！！

台風第１９号　早期復旧と被災者支援に全力を！

　「相鉄・JR直通線」の開業後、御幸踏切の開閉
時間にどのような影響があるのか実態調査を要
望。昨年、同時期からの進捗状況を確認し、新た
な課題をクリアしながら着実にエレベーター設置
に向けた取組を進めるよう改めて要望しました。

中丸子跨線人道橋の
エレベーター設置急げ！

　申込一元化の実現から約1年。利用者や運営
サイドからも評価されていることが質問でわかり
ました。川島議員はホームページ上に申込む
前の疑問や不安に応えるためのＦＡＱを設ける
よう提案。希望施設の変更や新設施設への申込
方法などに応えるよう要望しました。

特別養護老人ホーム申し込み
不安や疑問に丁寧な対応を！

10月15日　市長へ緊急要望書提出
 被災者に寄り添い早期の復旧を！
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35号 要望事項
①災害ごみの収集は事務手続き等、被災者負担の軽減
に努め、早期収集を図り、丁寧な情報発信に努める事
②浸水被災地における消毒及び感染症対策は行政
主導で行う事
③床上浸水後、床下に溜まった水の排水は、専門業
者等と連携し排水作業の支援を行う事
④床上浸水により損傷した、年金・介護・税金等の通
知や書類等の再発行には、丁寧に対応する事
⑤住民税や社会保障費等、減免措置等の手続きは
被災者に寄り沿い対応する事
⑥ボランティアの受援体制を早期に整備し、被災地へ
の派遣を行う事
⑦浸水被害を受けた中小企業や小規模事業者の再
建に向けて、国・県等とも連携し財政支援を含め再
建支援を行う事

10月31日　市へ追加要望　被災者ニーズに応える支援を！

川島議員は市長に対し、説明会の場で下記の項目を要望
◆今後の対策について
被災地域では今後の対策に関心がよせられている。内水氾濫
への対策については現状の計画を見直し、被災地域を最優先
し対策を講じること。現状では生活再建に向けた経済的な支援
が欠かせない。国や県とも連携し、一人でも多くの方が経済
的支援を受けられるよう全力で取組むこと。
◆避難所運営について
多くの方が避難された避難所では、混乱した状況が見受けら
れ、自主防災組織との連携により解決されたケースがあった。
今一度、自主防災組織との連携について検証し、マニュアルや
タイムラインの見直し、備蓄のありかたやトイレなどの環境を
見直し整備すること。
◆要援護者への支援について
在宅医療・介護を受ける要援護者には、個別の状況により避難
所ではなく、直接、病院や介護施設等に避難すべき方がいる。
一度、避難所で受け入るというこれまでの考え方は、豪雨時の
避難では適切ではないことを実感した。要援護者の避難につい
ては個別、事前に具体的な避難方法を準備し、病院、介護施
設、障がい者施設等の受け入れ体制を検討すること。
◆被災者への生活支援について
被災者の中には、衣服やタオル等の物資の支援が必要な方が
いる。ボランティアセンター設置と同時に物資についても受入れ
体制を整える必要があった。被災者のニーズをくみ取る情報の
受け方についても検証し、改善を求める。また、被災者の中に
は、不安で寝付けないなど「心のケア」が必要な方がいる。相談
窓口を設置し、対応すること。

災害ボランティア受入事前打合

災害救援募金活動

被災者の現状把握とニーズ調査


